
 

 

 

２０２２年３月２３日 

 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループ ホールディングス株式会社  

三井住友海上火災保険株式会社 

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 

ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社 

MS&AD Ventures Inc. 

 The Tomorrow Companies Inc. 

 

～気象予測から必要な行動を促し、企業の防災・減災を支援～ 

先進気象データを活用した防災・減災サービスの共同開発を開始 
 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの三井住友海上火災保険株式会社（代表取締役社長：舩曵 真一郎）、 

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社（代表取締役社長：金杉 恭三）、ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研 

株式会社（代表取締役社長：中村 光身）、MS&AD Ventures Inc.（社長：佐藤 貴史）とThe Tomorrow Companies 

Inc.（CEO：Shimon Elkabetz、以下「tomorrow.io」）の５社は、気象リスクサービスの共同開発に関し基本 

合意し、３月から先進気象データを企業の防災・減災に活用する実証実験を米国と日本国内で開始しました。 

 

１．背景と目的 

気候変動に伴い、気象が社会や産業に著しい影響を与え、企業の業績を左右するリスクは高まっていま 

す。これまで、気象リスクに企業が備えるために必要となる詳細な時間、場所等の気象データを入手するこ 

とは難しく、業種や企業ごとに異なる課題を解決することが困難でした。こうした状況を踏まえ、解像度・

精度の高い世界中の気象データを活用した、企業向けの防災・減災を目的とした気象リスクサービスの共同

開発を行います。 

 

２．実証実験の概要 

tomorrow.ioのAIを使った気象予測技術「Weather Intelligence」を活用したグローバルな気象セキュリテ

ィプラットフォームを用いて、台風や豪雨等の気象予測と、ＭＳ＆ＡＤグループ各社の持つ業種ごとの 

事故予防ノウハウを融合させ、各企業に必要な防災・減災アクションをタイムリーに提示します。 

 

３．今後の展開 

ＭＳ＆ＡＤグループは、台風や豪雨等の大規模災害に対して、さまざまなデータやデジタル技術を 

活用して保険引受の高度化、早期の保険金支払、リスクマネジメントサービスの提供に取り組んできまし 

た。tomorrow.ioの技術を活用し、最大９６時間前のピンポイント気象予測とアラートを組み合わせた 

防災・減災アクションを企業に提示することで激甚化する自然災害に対応していきます。また、米国イン 

シュアテック企業Hippo Holdings Inc.との提携を通じて強化しているデータとテクノロジーを活用した 

保険・サービス領域をさらに発展させていきます。 

tomorrow.ioは２０２２年から２０２５年にかけて独自の小型気象衛星群の打ち上げを計画しており、より

解像度・精度の高い気象データが入手可能となる見込みです。今回開発するサービスに加え、本気象衛星 

データを活用することにより、国内保険業界としては初めて、小型気象衛星群を用いた実証試験の実施と 

気象リスクサービスの共同開発に取り組みます。 

ＭＳ＆ＡＤグループは、「Weather Intelligence」を活用した新たなソリューション開発で気候変動への 

対応をリードし、「レジリエントでサステナブルな社会」の実現を目指していきます。 

 

＜提携企業の概要＞ 

企業名 所在地 特長 

The Tomorrow Companies Inc. 

（tomorrow.io） 

9 Channel Center St, 

7th Floor, Boston, MA 

02210, USA 

世界中から収集した気象データから、天候

によるビジネスへの影響を分析し、防災・

減災に向けた具体的なアクションプランを

タイムライン形式で示すダッシュボードを

提供。 
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